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［論文紹介］

骨膜の有無における各種補填材の抜歯窩治癒過程の検討

北　條　彩和子　他 2名

神奈川歯科大学臨床科学系歯科インプラント学講座　
高度先進インプラント歯周病学分野　

　本論文は，骨膜の有無による抜歯窩治癒過程について報告する。臨床では歯根破折や炎症性疾患により頰側骨
壁の吸収が多く認められ，そのような部位では骨膜も喪失している。現在，ソケットプリザベーションが多く報
告されている。ソケットプリザベーションとは，抜歯時に補填材料やメンブレンを使用し抜歯窩内の骨形成の促
進をはかる処置である。抜歯後の歯槽堤吸収を抑制し，骨と軟組織の形態を維持することを目的としている。し
かし，骨膜の有無による各種補填材の抜歯窩治癒過程については報告されていない。そこで，本論文では骨膜の
有無を考慮し，より臨床に基づいた研究を行ったので報告する。

同期型双方向オンラインPBLと対面型PBLの実践と比較検討

窪　田　光　慶　他 7名

神奈川歯科大学総合歯学教育学講座歯学教育学分野　
神奈川歯科大学総合歯学教育学講座教養教育学分野　

神奈川歯科大学法医学講座歯科法医学分野　
神奈川歯科大学分子生物学講座口腔生化学分野　
神奈川歯科大学小児歯科学講座小児歯科分野　

　PBL チュートリアル（以後 PBL）は，症例や一般医科学等の中から問題を見つけ出し，その問題を手掛かり
に，少人数でチューターと共に行う学修方法である。2020 年度はコロナの流行の拡大により対面で行えないた
め，オンライン PBL を実施した。今回オンライン PBL 実施についてと前年度の対面 PBL との比較をアンケー
ト調査で行った。結果，オンライン PBLは，対面同様に有効な教育方略であることが示唆された。

Factors influencing the differences between three-dimensional measurement with 
cephalometric analysis and cone-beam computed tomography

有　輪　政　尊　他 2名

神奈川歯科大学大学院歯科矯正学講座　
　コーンビーム CT（CBCT）は 3次元的なレントゲン撮影を可能にしており近年歯科矯正学分野でも多くの活
用がされている。従来の歯科矯正では頭部X線規格写真（セファログラム）により歯性・骨格的な状態を評価
しているが 3次元構造を 2次元で評価しているため実際の立体構造の評価に差異が生じる可能性がある。本研究
では従来のセファロ分析と CBCTによる 3次元分析を比較検討し測定値の差に影響を及ぼす因子の検討を行っ
た。



インプラント周囲炎を非外科治療にて対応した症例

北　條　彩和子　他 3名

神奈川歯科大学臨床科学系歯科インプラント学講座　
高度先進インプラント歯周病学分野　

　本論文は，非外科治療にてインプラント周囲炎治療を改善した症例について報告する。インプラント周囲炎と
は，インプラント周囲組織に生じる炎症性病変であり，支持骨の喪失をもたらす炎症と定義される。一般的にイ
ンプラント周囲炎の治療法には機械的清掃，殺菌的治療，抗菌治療，外科治療，レーザー治療等が挙げられる。
本症例は外科的侵襲を伴わない，非外科治療にてインプラント周囲炎の改善が認められたため報告する。



　神奈川歯学，第 57 巻 2 号は，一般論文　4編，そして槻木恵一先生からの環境病理学分野の紹介を収録して
編集作業を終了し，会員の皆様にお届けできる運びとなりました。今号におきましても編集あるいは査読などに
御協力をいただいた皆様に心より感謝申し上げます。
　今夏，Clarivate	Analytics 社が「Journal	of	Citation	Reports の 2023 年版リリースにおいて，Web	of	Science	
Core	Collection に収載されているすべての雑誌に Journal	Impact	Factor（JIF）を付与する」という発表を致し
ました。
　https://clarivate.com/blog/clarivate-announces-changes-to-the-2023-journal-citation-reports-release/
　皆様もご存知の通り JIF は，自然科学分野や社会科学分野のWeb	of	Science 収録の雑誌を対象にした評価指
標の一つです。対象年の前 2年間に出版されたある雑誌の論文が，対象年の雑誌に引用された回数を計算しま
す。JIF が注目されがちではございますが，JIF 以外にもTotal	Citations，5	Year	Impact	Factor，Immediacy	
Index，Cited	Half-life，Eigenfactor	Score，Article	 influence	score など各種指標が提供されており，世界中の
学術雑誌を客観的に評価することができます。さて，神奈川歯学では少しずつではありますが，雑誌の国際化に
向けての調査が始まりました。歩みはゆっくりですが，将来的にWeb	of	Science	Core	Collection に収載される
ように前進できればと考えております。
　今号におきましても，コロナ禍の中，多くの原稿を投稿していただくことができました。著者の皆様には深く
感謝申し上げます。今後も数多くの論文が神奈川歯学から発信されることを祈念しております。

（神奈川歯学編集委員会　委員長，教育企画部　猿田樹理　記）
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